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(57)【要約】
【課題】光ディスクの搬送信頼性の向上と光学ドライブ
のコネクター接続性の両立を図り、光学ドライブの着脱
作業の負担軽減および確実性向上を図ること。
【解決手段】パブリッシャー１の光学ドライブ着脱機構
１Ａは、光学ドライブ３のロック機構１Ｂ、ロック解除
機構１Ｃ、コネクター接続機構１Ｄを備える。コネクタ
ー接続機構１Ｄは、ホルダー２２によって前後方向に移
動可能に支持された可動コネクター２１を付勢バネ２３
によって前方に付勢し、光学ドライブ３の後端面にこれ
と嵌合する固定コネクター２４を設けている。可動コネ
クター２１が前後に移動可能であるため、光学ドライブ
３が前後に動いてもコネクター接続性が低下しない。光
学ドライブ３は、両コネクターを介して付勢バネ２３に
よって前方に付勢され、取付位置Ｐ１、Ｐ２に位置決め
される。また、ロック解除時には光学ドライブ３が取付
位置Ｐ１、Ｐ２から前方に押し出される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ドライブに設けられた固定コネクターと、
　当該固定コネクターに対して着脱可能に構成された可動コネクターと、
　当該可動コネクターを、前記固定コネクターに正対する姿勢で、且つ、予め設定した取
付位置への前記光学ドライブの移動方向に進退可能に保持するホルダーと、
　前記可動コネクターを前記光学ドライブの側に付勢する付勢手段とを備えることを特徴
とする光学ドライブのコネクター接続機構。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記ホルダーは、前記可動コネクターの可動範囲を規制していることを特徴とする光学
ドライブのコネクター接続機構。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記付勢手段は、前記可動コネクターの進退方向に伸縮可能な弾性部材であり、
　当該弾性部材は、その弾性復帰力により、前記可動コネクターおよび前記固定コネクタ
ーを介して、前記光学ドライブを、前記取付位置から予め設定した寸法だけ押し出し可能
に構成されていることを特徴とする光学ドライブのコネクター接続機構。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかの項に記載のコネクター接続機構と、
　前記取付位置において前記光学ドライブを支持する支持フレームと、
　前記光学ドライブを前記取付位置まで挿入したとき、当該光学ドライブを前記取付位置
から引き抜き不能なロック状態を形成するためのロック手段と、
　当該ロック手段のロック状態を解除するためのロック解除手段を有することを特徴とす
る光学ドライブ着脱機構。
【請求項５】
　請求項４に記載の光学ドライブ着脱機構と、
　当該光学ドライブ着脱機構によって着脱可能に取り付けられる光学ドライブと、
　前記取付位置に装着された前記光学ドライブに光ディスクを搬送するための搬送機構と
を有することを特徴とする光ディスク処理装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤやＤＶＤなどの光ディスクにデータを書き込むための光学ドライブを備
える光ディスク処理装置に関し、特に、光学ドライブと装置本体との配線接続のためのコ
ネクター接続機構および光学ドライブ着脱機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大量のデータを記録するためのメディアとして、ＣＤ、ＤＶＤなどの光ディスクが広く
利用されている。このような光ディスクにデータを書き込んでＣＤ／ＤＶＤディスクとし
て発行するために、データの記録再生用の光学ドライブ、および、光ディスクのレーベル
面に印刷を行うためのプリンターを備えるパブリッシャーが用いられている。この種のパ
ブリッシャーは、光学ドライブから出し入れ可能に設けられたディスクトレイと、このデ
ィスクトレイ上に光ディスクを搬送する搬送アームなどの搬送機構を備えており、これら
を駆動制御することにより、光学ドライブへの光ディスクの供給および光ディスクの取り
出しを行っている。
【０００３】
　従来は、パブリッシャーなどの装置内に光学ドライブを取り付けるとき、光学ドライブ
を予め支持フレームに取り付けて、これを装置内に位置決めして固定している。あるいは
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、支持フレームを予め装置内に固定しておき、この中に光学ドライブを挿入して位置決め
し、ネジ止め等によって固定している。しかしながら、このような光学ドライブの取付方
法は、装置本体の外装ケースを外して支持フレームの背面側あるいは側面側からネジ止め
作業等を行う必要があるため、作業負担が大きく、作業性も良好とはいえない。
【０００４】
　また、光学ドライブを装置内に取り付けるときには、光学ドライブに設けられたドライ
ブ側コネクターと、光学ドライブの近傍に引き出された配線の端部に設けられた装置側コ
ネクターとを接続することにより、データ通信や電源供給のための配線接続を行う。この
作業を容易にするため、ドライブ側コネクターを光学ドライブの後端面に形成し、これと
正対する位置に装置側コネクターを設置しておくことにより、光学ドライブの挿入が完了
したとき、同時に配線接続が完了するようにしている。特許文献１には、この種のコネク
ター接続構造が開示されている。
【０００５】
　特許文献１のハードディスク装置は、ハードディスクドライブを支持するガイド部材の
後端に装置本体側のコネクター（ナビゲーションユニット側コネクター）が固定されてお
り、ハードディスクドライブの後端に、ドライブ側のコネクターが形成されている。これ
により、ガイド部材にハードディスクドライブを挿入すると装置本体側のコネクターにド
ライブ側のコネクターが挿入され、ガイド部材へのハードディスクドライブの挿入が完了
したとき、両コネクターの接続が完了する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－９７６９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　光学ドライブと搬送機構との間で光ディスクの受け渡しを確実に行って搬送信頼性を高
めるためには、搬送機構による光ディスクの搬送位置とディスクトレイの進出位置とを一
致させるように、光学ドライブを正確に位置決めして取り付ける必要がある。
【０００８】
　しかしながら、上記のように、予め、装置側コネクターを光学ドライブの後方に固定し
た場合、配線接続作業は容易になるものの、光学ドライブの取付位置精度が装置側コネク
ターの取付位置精度に左右されることになる。そして、上記のような搬送信頼性の確保の
ため、光学ドライブの取付位置を搬送機構との関係で調整した場合、ドライブ側コネクタ
ーと装置側コネクターとの相対位置精度が低下し、コネクターの接続性が低下してしまう
。すなわち、特許文献１のようなコネクター接続構造を採用した場合、光学ドライブの取
付位置精度とコネクターの接続性とが背反事項になってしまい、両立できないという問題
点がある。
【０００９】
　また、特許文献１の構成は、コネクターの接続性については考慮されているものの、装
置本体にハードディスクドライブやＣＤ／ＤＶＤなどの読み書きを行う光学ドライブを取
り付けるにあたって、規定の取付位置に位置決めできたことを確認するための手段や、規
定の取付位置に正確に装着されたか否かを確認するための手段は特に設けられていない。
そのため、規定の取付位置への正確な位置決めや取付完了確認が難しく、取付作業に手間
がかかるという問題点がある。
【００１０】
　本発明の課題は、この点に鑑みて、光ディスクの搬送信頼性の向上と光学ドライブのコ
ネクター接続性の両立を図ると共に、光学ドライブの着脱作業の負担軽減および確実性向
上を図ることが可能な光ディスク処理装置およびその光学ドライブ着脱機構、ならびにコ
ネクター接続機構を提案することにある。
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【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明の光学ドライブのコネクター接続機構は、
　光学ドライブに設けられた固定コネクターと、
　当該固定コネクターに対して着脱可能な可動コネクターと、
　当該可動コネクターを、前記固定コネクターに正対する姿勢で、且つ、予め設定した取
付位置への前記光学ドライブの移動方向に進退可能に保持するホルダーと、
　前記可動コネクターを前記光学ドライブの側に付勢する付勢手段とを備えることを特徴
としている。
【００１２】
　本発明は、このような構成により、光学ドライブの挿入時に、付勢手段によって可動コ
ネクターを固定コネクターに押し付けて嵌合させることができる。従って、光学ドライブ
の取付時におけるコネクター接続作業が容易である。また、可動コネクターが進退可能で
あるため、可動コネクターをその可動範囲内で移動させることができる。従って、光学ド
ライブの位置調整に伴うコネクターの接続性の低下を抑制することができ、光学ドライブ
の取付位置精度とコネクター接続性の両立を図ることができる。
【００１３】
　本発明において、前記ホルダーは、前記可動コネクターの可動範囲を規制していること
が望ましい。このようにすると、光学ドライブを取付位置から引き抜いたとき、可動コネ
クターが固定コネクターとの接続状態のまま引き出されることがなく、光学ドライブの引
き抜き動作に伴って自動的に可動コネクターから固定コネクターが引き抜かれる。従って
、光学ドライブの交換時にコネクター同士を引き抜く作業を別途行う必要がなく、光学ド
ライブの交換時の作業負担を軽減できる。
【００１４】
　また、本発明において、前記付勢手段は、前記可動コネクターの進退方向に伸縮可能な
弾性部材であり、当該弾性部材は、その弾性復帰力により、前記可動コネクターおよび前
記固定コネクターを介して、前記光学ドライブを、前記取付位置から予め設定した寸法だ
け押し出すように構成されていることが望ましい。このようにすると、光学ドライブを取
付位置に位置決めしてロックできる一方で、光学ドライブのロック状態を解除すると、弾
性部材の弾性復帰力により、光学ドライブが、自動的に予め設定した寸法だけ取付位置か
ら押し出される。従って、光学ドライブが規定の取付位置に取り付けられたか否かを一目
で確認できる。また、光学ドライブの取り外し作業が容易である。
【００１５】
　次に、本発明の光学ドライブ着脱機構は、
　上記のコネクター接続機構と、
　前記取付位置において前記光学ドライブを支持する支持フレームと、
　前記光学ドライブを前記取付位置まで挿入したとき、当該光学ドライブを前記取付位置
から引き抜き不能なロック状態を形成するためのロック手段と、
　当該ロック手段のロック状態を解除するためのロック解除手段を有することを特徴とし
ている。
【００１６】
　このような構成によれば、光学ドライブを支持フレームに沿って規定の挿入方向に挿入
するだけで光学ドライブの取り付けおよびコネクター接続が完了するため、光学ドライブ
の取付作業を極めて簡単に、且つ、確実に行うことができる。また、ロック解除手段によ
るロック解除を行ったときには、光学ドライブが自動的に引き抜き方向に押し出され、支
持フレームから飛び出した状態になるのと共に、コネクター同士の接続も同時に解除され
る。従って、光学ドライブが規定の取付位置に取り付けられたか否かを一目で確認できる
と共に、コネクターの接続解除を確実に行うことができ、光学ドライブを容易に引き抜く
ことができる。よって、光学ドライブの着脱作業およびこれに伴うコネクター接続作業の
作業負担の軽減を図ると共に、これらの作業の確実性の向上を図ることができる。
【００１７】
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　また、本発明の光ディスク処理装置は、
　上記の光学ドライブ着脱機構と、
　当該光学ドライブ着脱機構によって着脱可能に取り付けられる光学ドライブと、
　前記取付位置に装着された前記光学ドライブに光ディスクを搬送するための搬送機構と
を有することを特徴としている。
【００１８】
　このような構成によれば、コネクター接続性と光学ドライブの取付位置精度とを両立で
きるので、搬送機構に対して光学ドライブを正確に位置決めして装着でき、光ディスクの
搬送信頼性の向上を図ることができると共に、光学ドライブを確実に着脱できる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、光学ドライブの挿入時に、付勢手段によって可動コネクターを固定コ
ネクターに押し付けて嵌合させることができる。従って、光学ドライブの取付時における
コネクター接続作業が容易である。また、可動コネクターをその可動範囲内で移動させる
ことができるため、光学ドライブの位置調整に伴うコネクターの接続性の低下を抑制する
ことができる。よって、光学ドライブの取付位置精度とコネクター接続性の両立を図るこ
とができる。
【００２０】
　また、本発明を、光学ドライブをその取付位置においてロックするロック手段およびロ
ック解除手段を備える光学ドライブ着脱機構およびこれを備える光ディスク処理装置に適
用することにより、光学ドライブの取付作業を極めて簡単に、且つ、確実に行うことがで
きる。また、光学ドライブが規定の取付位置に取り付けられたか否かを一目で確認できる
と共に、コネクターの接続解除を確実に行うことができ、光学ドライブを容易に引き抜く
ことができる。よって、光学ドライブの着脱作業およびこれに伴うコネクター接続作業の
作業負担の軽減を図ることができると共に、これらの作業の確実性の向上を図ることがで
きる。更に、光学ドライブの取付位置精度の向上により、光ディスク処理装置における光
ディスクの搬送信頼性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明を適用したパブリッシャーを前面側から見た斜視図である。
【図２】光学ドライブおよびその支持フレームを示す斜視図である。
【図３】支持フレームの斜視図である。
【図４】光学ドライブを斜め下側から見た斜視図である。
【図５】光学ドライブ着脱機構の底面図（ロック状態）である。
【図６】光学ドライブ着脱機構の底面図（光学ドライブが挿入途中位置にある状態）であ
る。
【図７】ロック解除レバーを斜め下側から見た斜視図である。
【図８】光学ドライブ着脱機構の底面図（ロック解除状態）である。
【図９】コネクター接続機構およびその背面側に設けられた背面パネルの斜視図（光学ド
ライブを取り付けた状態）である。
【図１０】コネクター接続機構およびその背面側に設けられた背面パネルの斜視図（光学
ドライブを取り外した状態）である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したパブリッシャーおよびその光学ドライブ着
脱機構、ならびにコネクター接続機構の実施の形態を説明する。
【００２３】
（全体構成）
　図１は本発明を適用したパブリッシャーを前面側から見た斜視図であり、装置ケースの
前面扉を開くと共に装置ケースの上板部分の一部を外した状態を示している。パブリッシ
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ャー１（光ディスク処理装置）は、ＣＤ、ＤＶＤなどの光ディスク１０にデータの書込み
とレーベルの印刷とを連続して行うものであり、光ディスク１０を搬送するためのオート
ローダー２（搬送機構）と、光ディスク１０にデータを書込む光学ドライブ３と、光ディ
スク１０のレーベル面に印刷するためのレーベルプリンター４を有している。また、光学
ドライブ３に供給されるブランクディスク１０Ａを収納する供給スタッカー５と、データ
の書込みおよびレーベル印刷が終了した完成ディスク１０Ｂを収納するための収納スタッ
カー６を有している。
【００２４】
　詳細に説明すると、パブリッシャー１は箱型の装置ケース７を備えており、この装置ケ
ース７の前面には左右に開閉可能な開閉扉８、９が取り付けられている。装置ケース７内
において、装置前面から見て右側に位置する開閉扉８の内側に、供給スタッカー５と収納
スタッカー６が上下に重なった状態で配置されている。各スタッカー５、６は、光ディス
ク１０（ブランクディスク１０Ａ、完成ディスク１０Ｂ）を上下方向に積層した状態で収
納するものである。これらのスタッカー５、６は、開閉扉８を開けて手前に引き出すこと
が可能となっている。引き出した状態の供給スタッカー５にはブランクディスク１０Ａを
供給あるいは補充でき、引き出した状態の収納スタッカー６からは、収納されている完成
ディスク１０Ｂを取り出すことができる。
【００２５】
　供給スタッカー５および収納スタッカー６の後方には、オートローダー２（搬送機構）
が配置されている。オートローダー２は、垂直ガイド軸２ａと、この垂直ガイド軸２ａに
取り付けられたディスクキャリア２ｂを備えている。ディスクキャリア２ｂは、垂直ガイ
ド軸２ａに沿って昇降可能であるとともに、垂直ガイド軸２ａを中心に旋回可能になって
いる。ディスクキャリア２ｂの先端には、光ディスク１０の中心に形成された孔を利用し
て光ディスク１０を保持するための図示しない保持手段が設けられている。オートローダ
ー２は、ディスクキャリア２ｂの昇降動作および旋回動作の組み合わせによって、光学ド
ライブ３、レーベルプリンター４、供給スタッカー５および収納スタッカー６の間で光デ
ィスク１０を搬送する。
【００２６】
　装置ケース７内の正面中央部の後ろ側の部位には、２台の光学ドライブ３が上下に重な
った状態で配置され、その下側にレーベルプリンター４が配置されている。装置ケース７
内における装置前面から見て左側に位置する開閉扉９の内側にはカートリッジ装着部４ｂ
が配置されている。このカートリッジ装着部４ｂには、レーベルプリンター４にインクを
供給するためのインクカートリッジが装着される。
【００２７】
　図１は、光学ドライブ３のディスクトレイ３ａおよびレーベルプリンター４のディスク
トレイ４ａが引き出された状態を示している。このディスクトレイ３ａ、４ａの位置が、
光学ドライブ３およびレーベルプリンター４とオートローダー２との間で光ディスク１０
の受け渡しを行うための受け渡し位置となっている。光学ドライブ３のディスクトレイ３
ａは、光学ドライブ３内に後退したデータ書き込み位置と、図１に示す受け渡し位置との
間を移動可能となっている。同様に、レーベルプリンター４のディスクトレイ４ａは、プ
リンター内に後退した印刷位置と、図１に示す受け渡し位置との間を移動可能となってい
る。
【００２８】
（光学ドライブの着脱機構）
　図２は光学ドライブ３およびその支持フレームを示す斜視図であり、図３は支持フレー
ムの斜視図である。図２に示すように、光学ドライブ３は、その上方および側方を覆う支
持フレーム１１によって保持されている。支持フレーム１１は、装置ケース７内における
レーベルプリンター４の上方に固定されている。この支持フレーム１１により、光学ドラ
イブ３の取付位置Ｐ１および取付位置Ｐ２が規定されている。光学ドライブ３は、支持フ
レーム１１の前方から取付位置Ｐ１、Ｐ２に挿入される。
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【００２９】
　パブリッシャー１は、取付位置Ｐ１、Ｐ２のそれぞれに光学ドライブ３を着脱可能に取
り付けるための光学ドライブ着脱機構１Ａ（図５、６、８参照）を備えている。光学ドラ
イブ着脱機構１Ａは、上記の支持フレーム１１と、光学ドライブ３を取付位置Ｐ１、Ｐ２
から引き抜き不能にするためのロック機構１Ｂ（ロック手段：図５、６、８参照）と、ロ
ック機構１Ｂのロック状態を解除するためのロック解除機構１Ｃ（ロック解除手段：図５
、６、８参照）を備えている。また、光学ドライブ着脱機構１Ａは、光学ドライブ３の後
方に配置されたコネクター接続機構１Ｄ（図５、６、８～１０参照）を備えている。
【００３０】
　図２、図３に示すように、支持フレーム１１は、左右の側板１２Ｌ、１２Ｒおよび天板
１３を備えている。側板１２Ｌ、１２Ｒの下端およびその上方の所定の高さ位置には、上
下２段に配置された各光学ドライブ３の左右の側端部分を支持する支持板１４Ｌ、１４Ｒ
が２段に配置されている。下側の支持板１４Ｌ、１４Ｒは、左右の側板１２Ｌ、１２Ｒの
下端を内側に折り曲げて形成されている。また、上側の支持板１４Ｌ、１４Ｒは、左右の
側板１２Ｌ、１２Ｒに切り込みを入れて内側に折り曲げることにより形成されている。上
側の支持板１４Ｌ、１４Ｒと下側の支持板１４Ｌ、１４Ｒとの高低差は、上側の光学ドラ
イブ３と下側の光学ドライブ３との間に、排熱用の所定の隙間を確保できるように設定さ
れている。
【００３１】
　左側の各支持板１４Ｌの上には、ロックレバー１５およびロック解除レバー１６が取り
付けられている。各支持板１４Ｌの後端寄りの位置から上方に向かって回転支軸１７が延
びており、各ロックレバー１５は、各回転支軸１７に回転自在に取り付けられている。ま
た、ロック解除レバー１６の後端部分には前後方向に延びる長孔１６ａが形成され、ここ
に回転支軸１７が挿通されている。これにより、ロック解除レバー１６は、側板１２Ｌに
沿って前後方向にスライド可能となっている。
【００３２】
　図４は、光学ドライブ３を斜め下側から見た斜視図である。光学ドライブ３は、ロック
レバー１５と対峙する部分に固定されたロック板１８を備えている。ロック板１８は、光
学ドライブ３の筺体の左側面に固定された側板部１８ａと、光学ドライブ３の筺体底面の
左端部分に固定された底板部１８ｂを備えている。底板部１８ｂの後端には、下向きに突
出するロックピン１９が形成されている。また、底板部１８ｂの前端には、光学ドライブ
３の筺体前面よりも更に前方に突出する操作片１８ｃが形成されている。後述するロック
解除状態では、操作片１８ｃを前方に引くことにより、光学ドライブ３を支持フレーム１
１内から前方に引き抜くことができる。
【００３３】
　図５、図６は、光学ドライブ着脱機構１Ａを下側から見た状態を示す底面図であり、図
５は光学ドライブ３のロック状態、図６は光学ドライブ３が取付位置Ｐ１あるいはＰ２へ
の挿入途中位置にある状態を示している。なお、図５、図６では、支持板１４Ｌを省略し
、その輪郭線のみを破線で示している。また、図５、図６における矢印Ａ１は光学ドライ
ブ３の挿入方向であり、矢印Ａ２は光学ドライブ３の引き抜き方向である。
【００３４】
　図５、図６に示すように、ロックレバー１５は、支持フレーム１１の後方に向かうに従
って幅広となる楔形の平面形状をしており、その後端部分には、光学ドライブ３の側に突
出する係合爪１５ａが形成されている。ロックレバー１５の回転支軸１７には、ロックレ
バー１５をロック方向に付勢する捻りバネ２０が取り付けられている。捻りバネ２０によ
る付勢方向（ロック方向）は、図５において矢印Ｂで示すように、係合爪１５ａを光学ド
ライブ３の側に進出させる旋回方向である。
【００３５】
　光学ドライブ３が取付位置Ｐ１あるいはＰ２まで挿入されたとき、ロックレバー１５は
、図５に示すように、捻りバネ２０の付勢力により、係合爪１５ａが支持フレーム１１の
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内側に向けて大きく飛び出した姿勢となっている。この位置が、ロックレバー１５のロッ
ク位置１５Ａである。
【００３６】
　光学ドライブ３が支持フレーム１１内に装着されていないとき、ロックレバー１５は、
捻りバネ２０の付勢力により、図５と同様の姿勢になっている。この状態から、光学ドラ
イブ３を支持フレーム１１内に挿入すると、挿入途中で、光学ドライブ３の底面に設けら
れたロックピン１９がロックレバー１５に前方から当接し、これを後方に押圧する。この
ため、ロックレバー１５は、捻りバネ２０の付勢力に逆らって旋回し、図６に示すように
、側板１２Ｌの側に退避する。すなわち、ロックレバー１５は、光学ドライブ３の挿入動
作に伴ってロック位置１５Ａから退避し、光学ドライブ３の進入を妨げないように構成さ
れている。
【００３７】
　光学ドライブ３が取付位置Ｐ１あるいはＰ２に到達すると、ロックレバー１５の後端よ
りも後方にロックピン１９が移動する。このため、ロックレバー１５が図５に示すロック
位置１５Ａに戻り、係合爪１５ａがロックピン１９の前方に突出してロックピン１９に係
合する。よって、光学ドライブ３を引き抜き不能なロック状態が形成される。このように
、ロックレバー１５、ロックピン１９、および捻りバネ２０により、光学ドライブ３のロ
ック機構１Ｂが構成されている。
【００３８】
　図７はロック解除レバー１６を斜め下側から見た斜視図である。ロック解除レバー１６
の後端部分には、ロックレバー１５の上に載ってスライドする水平なスライド片１６ｂが
形成されている。スライド片１６ｂの後端には上述した長孔１６ａが形成されており、長
孔１６ａの前方には、下向きに突出するロック解除ピン１６ｃが形成されている。また、
ロック解除レバー１６の前端部分には、スライド片１６ｂの前端から前方に延びる解除操
作片１６ｄが形成されている。解除操作片１６ｄは、光学ドライブ３が取付位置Ｐ１ある
いはＰ２に装着されたとき、その筺体前面よりも前方に突出している。
【００３９】
　図５、図６に示すように、ロックレバー１５の前端側にはガイド孔１５ｂが形成されて
おり、ここにロック解除ピン１６ｃが挿入されている。ガイド孔１５ｂは、図５に示すよ
うに、ロックレバー１５がロック位置１５Ａにあるとき、光学ドライブ３の挿入方向（矢
印Ａ１方向）に対して斜めに延びている。ガイド孔１５ｂの傾き方向は、ロックレバー１
５の前端側に向かうに従って側板１２Ｌに近づき、後端側に向かうに従って側板１２Ｌか
ら離れる方向となっている。
【００４０】
　図８は光学ドライブ着脱機構１Ａの底面図であり、ロック解除状態を示している。図５
に示す光学ドライブ３のロック状態において、ロック解除レバー１６を前方側（矢印Ａ２
方向）に引くと、ロック解除ピン１６ｃがガイド孔１５ｂ内を前方に移動する。このとき
、ガイド孔１５ｂは、ロック解除ピン１６ｃの移動方向に対して上記のように傾斜してい
るため、ロック解除レバー１６の直線運動がロックレバー１５の旋回運動に変換され、ロ
ックレバー１５が捻りバネ２０の付勢力に逆らって旋回し、ロック解除位置１５Ｂに移動
する。これにより、ロックレバー１５の係合爪１５ａがロックピン１９の前方から退避し
、光学ドライブ３を前方に引き抜くことが可能になる。このように、ロック解除レバー１
６およびこれに形成されたロック解除ピン１６ｃ、ならびに、ガイド孔１５ｂにより、ロ
ック解除機構１Ｃが構成されている。
【００４１】
（コネクター接続機構）
　ここで、図５、６、８に示すように、支持フレーム１１の後方には、パブリッシャー１
内の基板や電源装置からのデータ通信や電源供給用の配線を光学ドライブ３に接続するた
めのコネクター接続機構１Ｄが設けられている。図５、６、８では、コネクター接続機構
１Ｄの構成を模式的に示している。また、図９、１０はコネクター接続機構１Ｄおよびそ



(9) JP 2013-8418 A 2013.1.10

10

20

30

40

50

の背面側に設けられた背面パネルの斜視図であり、図９は光学ドライブを取り付けた状態
、図１０は光学ドライブを取り外した状態を示している。
【００４２】
　コネクター接続機構１Ｄは、支持フレーム１１の後方に引き出されている配線ケーブル
３１、３２の端部に設けられている可動コネクター２１と、可動コネクター２１を前後方
向（光学ドライブ３の挿入／引き抜き方向）に移動可能に支持するホルダー２２と、可動
コネクター２１を前方側に付勢する付勢バネ２３（付勢手段／弾性部材）を備えている。
ホルダー２２は、支持フレーム１１の後方に固定状態で設置されている。ホルダー２２内
には、付勢バネ２３が前後方向に伸縮可能な状態で配置され、その前端が可動コネクター
２１の後端に連結されている。配線ケーブル３１、３２の他方の端部には、パブリッシャ
ー１内の基板や電源装置への接続用のコネクター３１ａ、３２ａが設けられている。
【００４３】
　光学ドライブ３の後端面には、可動コネクター２１に対して着脱可能な固定コネクター
２４が設けられている。固定コネクター２４は、光学ドライブ３が支持フレーム１１に挿
入されるとき、その後方に設置されている可動コネクター２１と正対する。可動コネクタ
ー２１は、光学ドライブ３を支持フレーム１１内から取り外しているときには、付勢バネ
２３の弾性復帰力により、図６、図１０に示す突出位置Ｑ１まで飛び出している。可動コ
ネクター２１の前後方向の可動範囲はホルダー２２によって規制されており、その前端位
置が突出位置Ｑ１となるように構成されている。
【００４４】
　光学ドライブ３を支持フレーム１１内に挿入すると、取付位置Ｐ１、Ｐ２の手前の所定
位置で固定コネクター２４が可動コネクター２１に突き当たる。その後は、付勢バネ２３
の付勢力に逆らって光学ドライブ３を押し込むため、両コネクターが嵌合方向に押し付け
られる。光学ドライブ３が取付位置Ｐ１、Ｐ２まで挿入されたとき、可動コネクター２１
は、図５、図８に示すように、突出位置Ｑ１よりも後方の接続位置Ｑ２まで押し込まれて
いる。可動コネクター２１の可動範囲の後端位置は、接続位置Ｑ２よりもわずかに後方に
設定されているため、光学ドライブ３を取り付けるときは、一旦取付位置Ｐ１、Ｐ２より
も奥まで光学ドライブ３を押し込む。これにより、可動コネクター２１をその可動範囲の
後端位置に位置決めした状態で固定コネクター２４を押し付けることができ、両コネクタ
ーを確実に嵌合させることができる。
【００４５】
　固定コネクター２４と可動コネクター２１を嵌合させた後、光学ドライブ３から手を離
すと、付勢バネ２３の弾性復帰力によって光学ドライブ３が前方に戻り、上述したように
、ロックピン１９がロックレバー１５に後方から押し付けられた状態となるように位置決
めされる。すなわち、光学ドライブ３は、取付位置Ｐ１、Ｐ２に位置決めされたとき、両
コネクターを介して、付勢バネ２３の弾性復帰力により、後方から前方に向けて付勢され
ている。
【００４６】
　上述したロック解除レバー１６の操作によって図８に示すロック解除状態になると、光
学ドライブ３は、自動的に前方（矢印Ａ２方向）に押し出される。本実施形態では、ホル
ダー２２によって可動コネクター２１の可動範囲が規制されており、光学ドライブ３がロ
ック解除状態になったときには、可動コネクター２１が固定コネクター２４に接続された
状態のままで突出位置Ｑ１まで押し出されて停止する。すなわち、ロック解除時の光学ド
ライブ３の押し出し寸法は、接続位置Ｑ２から突出位置Ｑ１までの可動コネクター２１の
移動距離に一致している。すなわち、可動コネクター２１の可動範囲および付勢バネ２３
の弾性復帰力を適宜設定することにより、ロック解除時の光学ドライブ３の押し出し寸法
を、予め設定した所望の寸法にすることができる。
【００４７】
　図９、１０に示すように、ホルダー２２は、パブリッシャー１における装置ケース７の
背面パネル７ａの前面側に固定されている。本実施形態では、２台の光学ドライブ３の取
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付位置Ｐ１、Ｐ２に対応して、上下２箇所にコネクター接続機構１Ｄが設けられている。
上側のコネクター接続機構１Ｄのホルダー２２は、背面パネル７ａに固定された排熱用の
フード３３の上部に固定されている。フード３３の後方には排熱用のファン（図示省略）
が取り付けられている。フード３３は、前方に向かって張り出した形状をしており、その
前端中央には横長のスリット状の排気口３３ａが形成されている。排気口３３ａは、上側
の取付位置Ｐ１と下側の取付位置Ｐ２に取り付けられた２台の光学ドライブ３の隙間に対
峙しているため、この隙間に効率的に外気を導入することができる。
【００４８】
　支持フレーム１１における右側の側板１２Ｒの後端には、左側に向けて突出する突出部
２５が設けられている。突出部２５は、固定コネクター２４を可動コネクター２１に正対
させて光学ドライブ３を挿入したとき、図５、図８に示すように、光学ドライブ３の筐体
右側面に、突出部２５の先端が右側から当接するように構成されている。
【００４９】
　光学ドライブ３には、その左端部分にのみロック機構１Ｂが設けられ、右端部分にはロ
ック機構１Ｂが設けられていない。一方、上述したコネクター接続機構１Ｄからの付勢力
は、固定コネクター２４が設けられた光学ドライブ３の後端面の右端寄りの位置に作用し
ている。このような配置では、コネクター接続機構１Ｄの付勢力により、光学ドライブ３
を左方向（図５の矢印Ｃ方向）に旋回させる回転力が生じる。しかしながら、本実施形態
では、光学ドライブ３の後端部分に右側から当接する突出部２５が設けられているため、
光学ドライブ３の左方向への旋回が規制され、光学ドライブ３を正面を向いた姿勢に保持
することができる。
【００５０】
　以上のように、本実施形態では、光学ドライブ３の挿入時に、付勢バネ２３によって可
動コネクター２１を固定コネクター２４に押し付けて嵌合させることができる。従って、
光学ドライブ３の取付時におけるコネクター接続作業が容易である。また、可動コネクタ
ー２１がホルダー２２によって規定される可動範囲内で進退可能であるため、可動コネク
ター２１をその可動範囲内で移動させることができる。従って、光学ドライブ３の位置決
めに伴う固定コネクター２４および可動コネクター２１の接続性の低下を抑制することが
でき、光学ドライブ３の取付位置精度とコネクター接続性の両立を図ることができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、光学ドライブ３が取付位置Ｐ１、Ｐ２に装着されたとき、付勢
バネ２３の弾性復帰力により、可動コネクター２１および固定コネクター２４を介して、
光学ドライブ３がその引き抜き方向に付勢されている。従って、ロック状態において光学
ドライブ３が可能な限り前方に押し出され、ロックピン１９がロックレバー１５に押し当
てられる位置で光学ドライブ３が位置決めされる。従って、取付位置Ｐ１、Ｐ２における
光学ドライブ３の位置決めが確実になされる。これにより、光学ドライブ３とオートロー
ダー２との間で光ディスク１０を確実に受け渡すことができ、光ディスク１０の搬送信頼
性が向上する。
【００５２】
　また、光学ドライブ３を取付位置Ｐ１、Ｐ２まできちんと挿入できていない場合にはロ
ック状態が形成されず、このときには、付勢バネ２３の付勢力により、光学ドライブ３が
支持フレーム１１から前方に押し出される。従って、取付位置Ｐ１、Ｐ２への取付が完了
したか否かを一目で確認できる。更に、ロック解除機構１Ｃによるロック解除を行ったと
きにも、光学ドライブ３が自動的に支持フレーム１１内から前方に押し出される。よって
、光学ドライブ３を容易に引き抜くことができる。また、可動コネクター２１の可動範囲
が規制されているため、光学ドライブ３の引き抜き動作に伴って自動的に可動コネクター
２１から固定コネクター２４が引き抜かれる。よって、光学ドライブ３の取り外し作業が
容易である。
【００５３】
（他の実施形態）
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　上記実施形態は、多数の光ディスク１０へのデータの書き込みを連続で行うためのパブ
リッシャー１に本発明を適用したものであったが、本発明は、光学ドライブを着脱可能に
装着し、光ディスクの搬送機構を備える各種の光ディスク処理装置に適用できる。
【符号の説明】
【００５４】
１…パブリッシャー（光ディスク処理装置）、１Ａ…光学ドライブ着脱機構、１Ｂ…ロッ
ク機構、１Ｃ…ロック解除機構、１Ｄ…コネクター接続機構、２…オートローダー（搬送
機構）、２ａ…垂直ガイド軸、２ｂ…ディスクキャリア、３…光学ドライブ、３ａ…ディ
スクトレイ、４…レーベルプリンター、４ａ…ディスクトレイ、４ｂ…カートリッジ装着
部、５…供給スタッカー、６…収納スタッカー、７…装置ケース、７ａ…背面パネル、８
…開閉扉、９…開閉扉、１０…光ディスク、１０Ａ…ブランクディスク、１０Ｂ…完成デ
ィスク、１１…支持フレーム、１２Ｌ…側板、１２Ｒ…側板、１３…天板、１４Ｌ…支持
板、１４Ｒ…支持板、１５…ロックレバー、１５ａ…係合爪、１５ｂ…ガイド孔、１５Ａ
…ロック位置、１５Ｂ…ロック解除位置、１６…ロック解除レバー、１６ａ…長孔、１６
ｂ…スライド片、１６ｃ…ロック解除ピン、１６ｄ…解除操作片、１７…回転支軸、１８
…ロック板、１８ａ…側板部、１８ｂ…底板部、１８ｃ…操作片、１９…ロックピン、２
０…捻りバネ（第２付勢手段）、２１…可動コネクター、２２…ホルダー、２３…付勢バ
ネ（付勢手段／弾性部材）、２４…固定コネクター、２５…突出部、３１…配線ケーブル
、３１ａ…コネクター、３２…配線ケーブル、３２ａ…コネクター、３３…フード、３３
ａ…排気口、Ｐ１…取付位置、Ｐ２…取付位置、Ｑ１…突出位置、Ｑ２…接続位置
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